
第36回 住まいのリフォームコンクール

構造
建物
階数

2 階建

ﾘﾌｫｰﾑ前

ﾘﾌｫｰﾑ後

※「新築竣工年」に年数を入力すると、「築後年数」は自動計算されます。

所在地
都道
府県

市区
町村 年 28 年 180 日間

㎡ 該当部分工事費

コンバージョン前の用途：

住宅として確保した性能

耐久性能、温熱性能、
バリアフリー性能、防犯性能

した。お施主様は限られた予算で陶芸教室兼住居を求めており、新築では予算

　地域景観悪化に繋がる空き家だった建物が、陶芸教室兼住居に変わったことで

地域のｺﾐｭﾆﾃｨｰｽﾍﾟｰｽになり地域の活性化に繋がりました。　

ｵｰﾅｰの人柄もあり、教室からはいつも明るい笑い声が聞こえてきます。

㎡／総工事床面積192.6 192.6該当工事床面積

築後年数
[計算式]

1991

コンバージョン後の平面図

所有・
建方形式

コンバージョン前後の写真

コンバージョンの動機／設計・施工の工夫点／施主・居住者の満足度 コンバージョン前の平面図

＜コンバージョン部門【非住宅→住宅タイプ】＞応募用紙

新築竣工年
(西暦) ※

西村山郡河北 施工期間山形

　凍害で傷んだ外壁を凍害の心配がない金属ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞの外壁に改修、傷んだ

温熱環境改善のためにｻｯｼはLow-Eﾍﾟｱｶﾞﾗｽの複合ｻｯｼに入替え、開口部はｺｽﾄ

ｺﾝﾊﾞｰｼｮﾝするご提案をし、今回生まれ変わった建物です。

ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽに配慮し既存開口部に合わせて配置しています。内部は、無垢材を

外壁耐久性の向上、Low-Eペアガラスの採用、サスティナビリティー

特に配慮した事項 Iw値､Is値

事務局
記入欄

（共同建該当住戸階及び階高）
（　　　　階、　　　　m）

屋根も塗装替えし耐久性の向上を図りました。　　

　当該建物は元々築30年弱の縫製工場で10年程前から空き家のままになっていま ﾍﾞｰｽにして、使い込むほどに風合いを増し、味わい深くなる空間に仕上げました。

タイトル
アトリエのある家[河北町]

－ストックの再生が地域を変えていく－

持家一戸建 鉄骨造

ｱﾄﾘｴの天井にはｸﾞﾗｽｳｰﾙ断熱材を敷き詰め、断熱性と住居部への音漏れの低減

データ

を図っています。　住居部分はﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ性の観点から｢高齢者等配慮対策等級３｣を

満たし、また老後は陶芸教室部分をﾘﾋﾞﾝｸﾞﾀﾞｲﾆﾝｸﾞに改修し1階部分で生活できる

よう計画しています。

ｵｰﾊﾞｰになり、希望の広さも確保できないことから、縫製工場をｱﾄﾘｴ兼住居に

併用住宅 オフィス 倉庫 宿泊施設工場 その他

Before

⑧リビング 無垢材を使用したフロア、建具、製作家具
①建物外観 ファサードの格子戸は陶芸教室と外部を緩やかに繋ぐ

②入口 教室内の様子が見える入口の小窓と格子戸

③アトリエ内部 工場の照明器具をそのまま利用 蛍光管をLEDに換えている

④客間 壁は聚楽、建具は和紙貼りとし趣のある空間に仕上げた

⑤ダイニングキッチン 真鍮製ペンダントライトで経年変化を楽しむ

⑥住居玄関

オーナーの実家に眠っていた縫製台を

下足入れの天板に利用

⑦アトリエの縁側 腰掛けて雑談できる場所
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